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マウスシールドの取り扱いと組手稽古について
拝啓

初秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

皆様既にご存知の通り、総本部は新型コロナウイルス感染予防ガイドライン（ホームページ掲載）及び「ガイドライン最新版について」（3/22都道府県本部宛発信）を通して、皆様に安心安全な稽古方法を提案してまいりました。
この度首席師範より、１０月１日以降の昇段審査会要綱の変更に関する発表があり、組手が選択種目として再開されることとなりました。そこで会員の皆様には、今一度「組手稽古の注意点」をご熟読のうえ、稽古の参考にしていただきたいと思います（※１）。
今回、各種大会及び審査会で採用しましたマウスシールド（エー・ピー・シールド）は、飛沫可視化実験及びパーティクルカウンタによる飛沫量比較計測実験において、最も優れた結果が出たことは、皆様に映像とデータでお見せした通りです。感染状況に応じ、稽古にお役立てください。
コロナ禍少しずつでも歩みを止めず、創意工夫しながら稽古を続け、この難局を乗り越えましょう。
敬具

※１　文書番号　専務-21-005
　　　「新型コロナウイルス感染予防ガイドライン最新版について」
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